
果樹は，苗木を植えてから経済的に収支が相償う樹齢

に達するまでには相当の年月がかかる。たとえば，モモ

では５～６年，ブドウで４～７年，ナシ５～７年，カキ

８～９年，リンゴ１０～１３年，温州ミカンでは１４年とされ

ているが，同じ種類でも品種により相当に異なる（小林

・１９８６）。そのため産地では，早期に収益を上げるための

計画的な密植栽培や，大苗を育成して定植する方法が試

みられている。これまで各樹種において，様々な手法で

大苗を育成する研究が行われている（井口ら・１９８５，今

井・藤原・１９９２，木村ら・２００３，鈴木・小中原・１９８５，吉

岡・石田・１９８２）。モモは頂部優勢が弱く，基部の枝が優

勢になりがちである（島村・１９９０）。そのため，苗育成期

間中は下部から発生した新梢の伸長を抑える必要があ

る。主幹形整枝では，主幹の伸長を促すためには副梢の

摘心が不可欠である。ウンシュウミカンにおいても主幹

形に整枝する場合，主幹の基部に強い側枝を着生させる

と，主幹上部の生育が抑制される（湯浅ら・１９９５）。

本報は，モモ定植後の未収益期間の短縮を目的として，

翌年の結果枝をより多く配置しながらモモの苗を育成す

る場合の副梢の管理方法について検討した。

材料および方法

供試樹は，２００２年４月２日～４日に育苗ポットに‘お

はつもも’を台木として植え付け，４月８日に２芽を付

けた‘千曲’の穂木を切り接ぎした。各処理区は３樹を

供試した。穂木から新梢が２本発生した場合は強勢なも

のを１本選択して伸長させ，残りは切除した。

供試した育苗ポットは，プラスチックポット（２０cm

×２０cm×深さ５０cm，排水のためにポット下部の側面に

直径１０mmの穴を６個あけた）である。なお，プラスチッ

クポットは下部の排水穴から外部に根が伸長するのを防

ぐため，黒ポリマルチの上に設置した。

ポットに入れる培土は，マサ土（中粗粒質の花崗岩風

化土）対バークたい肥を体積比で２対１に混合し，１m３

あたり石灰質資材１kgおよびようりん５００gを添加した

ものを使用した。移植作業の軽労化を考慮し，育苗ポッ

ト，培土および苗木の合計重量が，２０kgとなるように培

土量は１７Lとした。

土壌水分管理は，ポット内の地表下１５cmに設置した

テンシオメータの値が pF２．６に達した時点で，１樹あた

り約２０mmの自動かん水とした。また，培土表面からの蒸

発を防止するため，敷きわらをした。

苗木の整枝法は主幹形とし，主幹（本梢）延長枝以外

の副梢の管理方法について次の４処理区を設定した。①

副梢が１０cm～１５cmに達した時点で基部から５葉残して

摘心する区（以下，A区），②副梢が２０cm～２５cmに達し

た時点で基部から５葉残して摘心する区（以下，B区），

③副梢が３０cm～３５cmに達した時点で基部から５葉残し

て摘心する区（以下，C区），④無摘心区（以下，Ｄ区）。

摘心した副梢から発生した新梢（副々梢）は６０cm伸び

るまでは放任し，６０cmを超えた時点で６０cm残して摘心

した。副々梢から発生する新梢（副々々梢）は５葉を残

して摘心した。D区以外の処理区については，接木部か

ら上部５０cmまでに発生した副梢は全て基部から２葉残

して摘心した。これらの新梢管理は９月末まで行った。

施肥は，リン硝安カリ（窒素：１６％，リン酸：１０％，

カリ：１４％）を５月１日～９月４日まで１樹当り窒素成

分で２gを２週間間隔で計１０回追肥した。

主幹長は，５～１０月に約２０日間隔で，接木部から主幹

延長枝先端部までの長さを測定した。また，総枝数は７０

cm以下で花芽が着生した副梢および副々梢の合計数に

ついて測定した。花芽率は，副梢と副々梢における全芽

に対する花芽の割合とした。

乾物重は，植物体を地上部と地下部に分離し，６０℃で

１０日間通風乾燥した後の重量を測定した。なお，実験は

露地条件で実施した。
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結果および考察

主幹長の推移を図１に示した。主幹長は７月上旬まで

は各処理区間でほとんど差が見られなかったが，７月下

旬には副梢の摘心を全く行わない D区の伸長量が鈍化

した。７月下旬以降は各区とも伸長量が小さくなった。

秋季落葉時の主幹長は，A区１８８cm，B区１８４cm，C区１９２

cmおよび D区１６２cmであった。

各区の総枝数，地上部乾物重，地下部乾物重，T／R率

および花芽率を表１に示した。総枝数は，D区とそれ以

外の区間に有意な差があり，A区が２５．３本ともっとも多

かった。副梢からの副々梢発生数は，D区は１．３本で他の

処理区との間に有意な差はないものの，A区，B区およ

び C区より劣る傾向がみられた。副梢ごとでは，少ない

もので１本，多いもので３本の副々梢が発生し，全て先

端部から発生していた。

これらより，次年度の結果枝である副々梢の発生数を

確保するためには，副梢の摘心が有効であると考える。

地上部乾物重は，有意な差ではなかったが，A区で大

きくなる傾向があった。その他の３処理区はいずれも３００

g前後で大差なかった。地下部乾物重は，A区と D区が

４５０g以上となり，B区の３５９．３gと C区の３３０．３gより有

意に大きくなった。T／R率は C区で０．９１ともっとも高

く，D区で０．６７ともっとも低くなった。その他の処理区

は０．８前後で差はみられなかった。花芽率は D区で

８９．５％ともっとも高く，A区で８２．７％ともっとも低くな

ったが，当研究所内で栽培している同一品種の地植え成

木での花芽率が約７０％であったことから，いずれの処理

区とも花芽率は十分であると判断した。

以上の結果から，副梢を５葉残して摘心する場合は，

副梢が１０cm～１５cmに達した時点で摘心すれば，根量が

多く，主幹先端の伸長を抑制することなく，翌年に多く

の結果枝を持つモモ苗として育成できることが明らかと

なった。この摘心方法を行うと，樹が強勢な場合は先端

から３芽までは副梢から副々梢の発生が見られるが，基

部の２芽は育苗年には全く発芽しないので，側枝の基部

に更新のための芽を確保できる。また，育苗期間中の枝

梢管理を全く実施しないと，主幹から発生する副梢が長

大となり，主幹の伸長は抑制され，結果枝として利用で

きる割合も低下する。谷ら（外川・２００１）は，共台を使

ったモモの主幹形低樹高栽培で，主幹の伸長を促進する

ために，主幹延長枝以外の新梢を５～６葉残して摘心し，

摘心後にその枝から発生する新梢を翌年の結果枝として

利用し十分な収量を得ている。また，摘心後に発生する

新梢を長さ２０～３０cmで再摘心している点が本試験とは

図１ 摘心方法の違いがモモ１年生苗木の主幹長に及ぼす影響

注）A区は主幹から出る新梢（副梢）が１０～１５cm伸びた時点で５葉で摘心
B区は副梢が２０～２５cm伸びた時点で５葉で摘心
C区は副梢が３０～３５cm伸びた時点で５葉で摘心
D区は無摘心
縦棒は標準誤差（n＝３）
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異なるが，本試験で行った摘心方法を用いて育成した新

梢も結果枝として十分利用できた（柴山・赤阪・２００６）。

今回は供試する‘千曲’の好適結果枝長が最長で７０cm

であることを確認し，副々梢を６０cmで摘心する枝梢管

理方法を実施した。しかし，好適結果枝長は，品種およ

び系統により異なるのでさらなる検討が必要である。

摘 要

モモ苗木の定植後の未収益期間を短縮し，早期成園化

を図るため，プラスチックポットで育苗した苗木の主幹

伸長量の促進および総枝数を増加させる副梢の摘心方法

について検討した。

１．新梢管理を全く行わない場合は，主幹伸長量は１６２

cmと他の摘心区よりも短く，主幹から発生する副梢

が長大となり，総枝数も２０．８本と少なくなった。

２．副梢の摘心方法として，主幹から発生する副梢が１０

～１５cm伸長した時点で，基部から５葉を残して摘心

すると，主幹長１８８cm，総枝数２５．３本，地上部乾物重

３５６．８gおよび地下部乾物重４５７．２gとなり，２０～２５cm

および３０～３５cm伸長した時点で摘心する場合に比べ

良好な苗木が得られた。
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表１ 摘心方法の違いがモモ１年生苗木の生育に及ぼす影響

処理区a） 総枝数b） 副梢からの副々梢
発生数（本）

地上部乾物重
（g）

地下部乾物重
（g）

T／R率
花芽率c）

（％）

A区
B区
C区
D区

２５．３ad）

２２．０a
２１．４a
２０．８b

１．５
１．６
１．５
１．３

３５６．８
２８６．６
３００．７
３０９．３

４５７．２a
３５９．３b
３３０．３b
４５５．１a

０．７８
０．８１
０．９１
０．６７

８２．７
８７．０
８７．０
８９．５

F検定（p＜０．０５） ＊ n.s. n.s. ＊ n.s. －

a）A区は主幹から出る新梢（副梢）が１０～１５cm伸びた時点で５葉で摘心
B区は副梢が２０～２５cm伸びた時点で５葉で摘心
C区は副梢が３０～３５cm伸びた時点で５葉で摘心
D区は無摘心

b）枝長７０cm以下で花芽が着生した副梢および副々梢数
c）副梢と副々梢について調査
d）異なるアルファベット間で有意差あり（Tukey法），n.s.は有意差無し
落葉後の２００２年１１月２６日に調査した

柴山ほか：摘心方法の違いがモモ１年生苗木の生育に及ぼす影響 ４７
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